
令和６年度 地域と連携したリアルな体験活動充実事業 報告書

※本事業は、文部科学省の令和６年度「体験活動等を通じた青少年自立支援プロジェクト」の委託を受けて実施しました。

主催 : 山口県教育委員会
共催 :（公財）山口県ひとづくり財団

後援 : 山口市教育委員会

・やまぐちアドベンチャーキャンプ
・山口県野外教育活動指導者研修会
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事業の概要

第１章

令和６年度 地域と連携したリアルな体験活動充実事業

実施要項
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事業の実際

第２章

令和６年度 地域と連携したリアルな体験活動充実事業

プログラム内容と活動の様子
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6

開会式、ダッフルシャッフル

バックパッキング、地図読み、コース確認

山へ（自然の家～方丈原）

プログラム内容と活動の様子

１日目 （７月２８日）

テント設営、野外調理



7

朝食、バックパッキング、出発

山（方丈原～神角）へ

ディップ（水浴び）

プログラム内容と活動の様子

２日目 （７月２９日）

テント設営、ふりかえり、休息、夕食
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朝食、テント撤収、水の補給

保護者からの手紙を読む、バックパッキング

出発

プログラム内容と活動の様子

３日目 （７月３０日）

中止連絡 ※付近で熊の目撃情報があったため、残念ながらプログラムを中止しました。

クリーンナップ、閉会式、解散



事業の効果

第３章

令和６年度 地域と連携したリアルな体験活動充実事業

参加者アンケートから
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0.00 1.00 2.00 3.00 4.00 5.00 6.00

参加者によるアンケート結果 やまぐちアドベンチャーキャンプ2024

事前調査 7/28実施 (回収率 100%）
事後調査 7/30実施 (回収率 100%）
追跡調査 10/1実施 (回収率 74%）

□質問をよく読み、自分にあてはまるかどうか、「とてもよくあてはまる」から「まったくあてはまらない」までの６段階
で答えてください。

※合計得点の変化を視覚化。「ＩＫＲ（生きる力）評定用紙（簡易版）」（国立青少年教育振興機構）による。

6 5 4 3 2 1

とてもよくあてはまる まったくあてはまらない

やまぐちアドベンチャーキャンプ
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上段：事前調査 中段：事後調査

13.早寝早起きである

1.嫌なことは、嫌とはっきり言える

2.人のために何かをしてあげるのが好きだ

3.先を見通して、自分で計画が立てられる

4.暑さや寒さに、負けない

5.誰にでも話しかけることができる

6.花や風景などの美しいものに、感動できる

7.多くの人に好かれている

8.人の話をきちんと聞くことができる

9.自分のことが大好きである

10.ナイフ・包丁などの刃物を、上手に使える

11.自分から進んで何でもやる

12.嫌がらずに、よく働く

14.自分勝手な、わがままを言わない

15.小さな失敗をおそれない

16.人の心の痛みが分かる

17.自分で問題点や課題を見つけることができる

18.とても痛いケガをしても、がまんできる

19.失敗しても、立ち直るのが早い

20.季節の変化を感じることができる

21.誰とでも仲良くできる

22.その場にふさわしい行動ができる

23.誰にでも、あいさつができる

24.洗濯機がなくても、手で洗濯できる

25.前向きに、物事を考えられる

26.自分に割り当てられた仕事は、しっかりとやる

27.体を動かしても、疲れにくい

28.お金やモノの無駄遣いをしない



0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0 12.0

事前調査 事後調査 追跡調査

参加者によるアンケート結果

□質問をよく読み、自分にあてはまるかどうか、「とてもよくあてはまる」から「まったくあてはまらない」までの６段
階で答えてください。

※合計得点の変化を視覚化。「ＩＫＲ（生きる力）評定用紙（簡易版）」（国立青少年教育振興機構）による。

6 5 4 3 2 1

とてもよくあてはまる まったくあてはまらない

チャレンジ＆エコツアー

1.非依存

2.積極性

3.明朗性

4.交友・協調

5.現実肯定

6.視野・判断

7.適応行動

8.自己規制

9.自然への関心

10.まじめ勤勉

11.思いやり

12.日常的行動力

13.身体的耐性

14.野外技能・生活

【考察】プログラム前後で生きる力の向上が見られた。因子別においても、全ての因子で得点が上昇
しており、特に非依存、積極性、明朗性、視野・判断、野外技能・生活において、１ポイントを超え
る得点の上昇が見られた。しかしながら、２か月後の追跡調査からは、プログラムの効果が日常生活
において十分に持続していないことが伺え、プログラムが途中で中止となったことが影響していると
考えられる。
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やまぐちアドベンチャーキャンプ2024

事前調査 7/28実施 (回収率 100%）
事後調査 7/30実施 (回収率 100%）
追跡調査 10/1実施 (回収率 74%）

「非依存」の質問項目 ・いやなことは、いやとはっきり言える。
・小さな失敗をおそれない。

「積極性」の質問項目 ・自分からすすんで何でもやる
・前向きに、物事を考えられる。

「明朗性」の質問項目 ・だれにでも話しかけることができる。
・失敗しても立ち直るのがはやい。

「視野・判断」の質問項目 ・先を見通して、自分で計画が立てられる。
・自分で問題点や課題を見つけることができる。

「野外技能・生活」の質問項目 ・ナイフ・包丁などの刃物を、上手に使える。
・洗濯機がなくても、手で洗濯できる。

上段：事前調査



2024/07/28～2024/07/30  2泊3日
31名

実施日 配布数 回収数 回収率

7月28日 31 31 100.0%

7月30日 31 31 100.0%

10月10日 31 23 74.2%

（分析対象数の内訳） （人）

4年生 5年生 6年生 1年生 2年生 3年生

- 6 4 2 2 1 - 15

- 5 6 - 3 2 - 16

- - - - - - - -

- 11 10 2 5 3 - 31

（生きる力・２８項目の集計結果）

M SD M SD M SD
114.8 19.9 125.6 24.6 111.7 23.2

56.6 11.3 62.5 13.8 54.9 13.6

1.いやなことは、いやとはっきり言える 3.7 1.2 4.3 1.3 3.8 1.1

15.小さな失敗をおそれない 4.2 1.3 4.7 1.5 3.6 1.4
11.自分からすすんで何でもやる 3.8 1.1 4.6 1.1 3.9 1.3

25.前向きに、物事を考えられる 4.0 1.3 4.6 1.4 4.0 1.4

5.だれにでも話しかけることができる 3.7 1.4 4.3 1.3 3.7 1.5

19.失敗しても、立ち直るのがはやい 4.0 1.3 4.5 1.2 3.8 1.4
7.多くの人に好かれている 3.5 1.1 3.7 1.3 3.5 1.4

21.だれとでも仲よくできる 4.5 1.2 4.5 1.2 3.9 1.6
9.自分のことが大好きである 3.9 1.3 4.0 1.6 3.8 1.6

23.だれにでも、あいさつができる 4.6 1.2 4.8 1.3 4.6 1.6

3.先を見通して、自分で計画が立てられる 3.5 0.9 4.3 1.1 3.5 1.1
17.自分で問題点や課題を見つけることができる 4.2 1.1 4.7 1.1 3.9 1.4
8.人の話しをきちんと聞くことができる 4.7 0.9 4.9 1.1 4.7 1.1

22.その場にふさわしい行動ができる 4.3 0.9 4.6 1.1 4.2 1.2

35.7 5.9 38.3 6.7 34.6 6.7
14.自分かってな、わがままを言わない 4.2 1.1 4.8 1.2 3.8 1.3

28.お金やモノのむだ使いをしない 4.0 1.3 4.1 1.6 3.7 1.6
6.花や風景などの美しいものに、感動できる 4.7 0.9 5.2 0.9 4.5 1.4

20.季節の変化を感じることができる 4.7 1.2 5.0 1.0 4.7 1.5
12.いやがらずに、よく働く 4.3 1.1 4.7 1.2 4.2 1.3

5.0 1.0 5.0 1.1 4.9 1.2
2.人のために何かをしてあげるのが好きだ 4.3 0.8 4.7 1.1 4.4 1.2

16.人の心の痛みがわかる 4.5 1.1 4.7 1.0 4.5 1.5

22.4 4.6 24.9 5.5 22.2 5.5

13.早寝早起きである 3.6 1.1 4.3 1.4 3.5 1.4

27.からだを動かしても、疲れにくい 3.5 0.9 3.7 1.6 3.7 1.5

4.暑さや寒さに、まけない 3.7 1.2 4.0 1.2 3.4 1.7

18.とても痛いケガをしても、がまんできる 4.1 1.5 4.3 1.5 3.7 1.6
10.ナイフ・包丁などの刃物を、上手に使える 3.9 1.4 4.3 1.2 3.7 1.5

24.洗濯機がなくても、手で洗濯できる 3.6 1.2 4.3 1.4 4.0 1.4

*各項目で「とてもあてはまる」を6点、「まったくあてはまらない」を１点としてそれぞれ1点刻みで

得点化し、項目ごとに平均点（M)及び標準偏差（SD)を算出

名称 やまぐちアドベンチャーキャンプ

調査対象事業の概要

(実施期間）

（参加者）

（主な活動） バックパッキング、テント泊、ソロ、野外調理、ミーティング

有効回答率

事前調査

23 74.2%事後調査

追跡調査

分析結果

性別
小学生 中学生 高校生

以上

調査時期 有効回答数

計

男子

女子

無回答

計

能力 調査項目
事前調査 事後調査 追跡調査

生きる力
心理的社会的能力

非依存

積極性

明朗性

日常的行動力

身体的耐性

野外技能・生活

交友・協調

現実肯定

視野・判断

適応行動

徳育的能力

自己規制

自然への関心

まじめ勤勉
26.自分に割り当てられた仕事は、しっかりとやる

思いやり

身体的能力
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(教育効果の検証）分析方法：反復測定による一元配置分散分析（分析結果の詳細は詳細出力を参照）

「生きる力」の変容（得点範囲：28～168点）

(事前－事後）

・事前から事後にかけて 10.8ポイント向上

・その向上に有意差が見られた

(事後－追跡）

・事後から追跡にかけて 13.9ポイント低下

・その低下に有意差が見られた

(事前－追跡）

・事前から追跡にかけて 3.1ポイント低下

・その低下に有意差は見られなかった

「心理的社会的能力」の変容（得点範囲：14～84点）

(事前－事後）

・事前から事後にかけて 5.9ポイント向上

・その向上に有意差が見られた

(事後－追跡）

・事後から追跡にかけて 7.6ポイント低下

・その低下に有意差が見られた

(事前－追跡）

・事前から追跡にかけて 1.7ポイント低下

・その低下に有意差は見られなかった

「徳育的能力」の変容（得点範囲：8～48点）

(事前－事後）

・事前から事後にかけて 2.6ポイント向上

・その向上に有意差が見られた

(事後－追跡）

・事後から追跡にかけて 3.7ポイント低下

・その低下に有意差が見られた

(事前－追跡）

・事前から追跡にかけて 1.1ポイント低下

・その低下に有意差は見られなかった

「身体的能力」の変容（得点範囲：6～36点）

(事前－事後）

・事前から事後にかけて 2.5ポイント向上

・その向上に有意差が見られた

(事後－追跡）

・事後から追跡にかけて 2.7ポイント低下

・その低下に有意差が見られた

(事前－追跡）

・事前から追跡にかけて 0.2ポイント低下

・その低下に有意差は見られなかった

図1．「生きる力」の平均値の推移

図2．「心理的社会的能力」の平均値の推移

図3．「徳育的能力」の平均値の推移

図4．「身体的能力」の平均値の推移
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（参加者追跡アンケートから）

14
14



学習面

・自分の改善すべきところを見つけられるようになっ
た。
・積極的に発表できるようになった。
・自分の苦手な分野にも挑戦できるようになった。
・粘り強く取り組めるようになった。
・山の険しさが分かった。
・学校でリーダー的なものを前よりやるようになった。
・弟に勉強を教えられるようになった。
・姿勢がよくなった。
・経験を宿泊学習の準備に生かせた。
・今思うと、ご飯のときはコンロの組み立て方、使い
方などを学びました。テントをみんなで協力して組
み立ててそのテントで少ししゃべったりするのがす
ごく楽しかったです。

・集中力が上がった。
・包丁の使い方や、地図、コンパスの使い方、テン
トの立て方を聞き、聞いたことを、しっかり、行動に
出すこと。
・修学旅行で1人でも行動ができると思えるように
なった。
・自然のことについて不思議に思うようになった。
・自分で進んで取り組めるようになった。
・前むきに物事に取り組めるようになった。自主性
が高まった。
・火の使い方がわかった。
・友だちと協力できるようになった。
・自然や山の中が険しいことが分かった。

生活面

・自分が今豊かな暮らしをしていることに感謝できる
ようになった。
・自分から動くこと。
・自分から火を使った簡単な料理なら作るように
なった。
・自分から進んで手伝いができるようになった。
・嫌な事をされたら嫌といえるようになった（少し）
・自然のきれいさなどがよく分かるようになった。
・お手伝いできるようになった。
・ものごとを、本気ですること、あきらめないこと、自
分から、生活習慣を整えることができるようになっ
たこと。
・お手伝いするようになった。
・バックパッキングのおかげで、荷物をつめるのが
早くなった。丁寧になった。

・登校しているときに重い荷物を持てるようになった。
・自分から進んであいさつや人助けが出来るように
なった。
・全体を見ること。
・平等に分けること。積極的に人のために動くこと。
・どうしたら効率よく物事を進めていけるか考えるよ
うになった。
・ガスを使うのが大変だと分かった。
・人に言われたことをすぐに行動にすることができる
ようになった。
・早寝早起がだいぶできるようになり、体力も向上し
た。
・色々な人と話せるようになった。
・自分から働くようになった。
・自然に興味をもつようになった。

やまぐちアドベンチャーキャンプの経験を生かして、この２か
月で自分が成長したと思うこと

やまぐちアドベンチャーキャンプ
参加者追跡アンケート （ 自 由 記 述 。 同 じ 内 容 は ま と め ま し た ）
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その他

・仲間と協力することの大切さや人との向き合い方
について考えながら行動することを意識できるよう
になった。
・体を動かすことが好きになった。
・楽しいことが増えた。
・率先して動くことができるようになった。
・苦手な人や、あまり話したことのなかった人と、向
き合ってみること。
・学校で自分から進んでやることが増えた。

・知識が上がった。
・自然をみるようになった。
・重い荷物を持って移動するのが大変だったので
来年は参加するかどうか悩んでいます。
・最後の日に余ったりんごやオレンジを切って食べ
たのがすごく楽しかったことを覚えています。うさぎ
の形にしたり楽しかったです。
・包丁を使う機会が前よりも増えました。



やまぐちアドベンチャーキャンプでは、協調するこ
とや、やるべきことを見極めることが少しできるように
なりました。９月には体育祭がありました。それぞれ
の隊で団結し、３冠（総合優勝、応援優勝、団結賞）
をめざして練習に励みました。応援合戦や騎馬戦で
は、キャンプを通して培った集団に合わせる力が発
揮されたと思います。ちなみに私の隊は総合優勝を
果たし、とても良い思い出になりました。今月は文化
祭があります。私は生徒会執行部に入らせていただ
いているので、今は文化祭の準備に追われていま
す。毎日のように朝早く家を出て部活を引退した同
級生よりも遅く帰っているので、疲れるときもあります
が、充実した日々を過ごしています。ここでは、自分
にできることを見極め、すぐに動く、というキャンプで
身についた力が大切なのだと改めて感じました。準
備もそろそろ大詰めなので、最高の文化祭にしたい
です。私はもう中学３年生で、このキャンプに参加す
ることはできません。しかし、このキャンプでの思い出
や新しい友達を忘れず、これからも頑張りたいです。

（中３女子）

山を歩いて、たまにきれいな景色が見えるときにき
れいだなと思った。山の知識。キャンプをして、相手
の気持ちや、困っている人がいたら、自分から声を
かけることができるようになった。

（小５女子）

前までは「リーダーをしたくない」と思っていたけれ
ど今は、「したい、してみようかな」と思うようになった。

（小５女子）

2回目のキャンプで去年すごく重たかった物が成
長して少し軽く感じてびっくりした。夜、トイレ行くとき
とかすごく怖くて不安だったけど、空を見るとたくさん
の星があってすごくきれいだった。冷たい水を汲み
に水がわき出ている所に行ってペットボトルに水を
汲んだり、バンダナを冷やしたり、すごく冷たいおい
しい水でうれしかったし楽しかったです。このキャン
プで少し暑さに強くなった気がしたし、1日1日がすご
く思い出に残ったキャンプだった。

（小６女子）

前までは積極的に動くことが苦手で行動できない
ことも多かったが、今はちょっと勇気を出して自分か
ら動いたりできるようになった。

（小６女子）

チャレンジ＆エコツアーの経験を生かして、この２か月間がん
ばったことや感じたこと考えたこと
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この２か月間でがんばったことは自分が嫌、めんど
くさいと思った場面で人のために動くことです。私の
学校の掃除ではリーダーを決め、掃除終わりにリー
ダー中心に反省会をするのですが、誰もやりたがっ
ていなかったので手を挙げました。これは２か月前
の私では考えられないことでした。また、勉強面では
がむしゃらに勉強しているだけだったのが、自分を
見直して苦手なところを見つけられるようになりまし
た。３日しか体験することができなかったけど学んだ
ことは多いと思いました。
（中３女子）

この２か月間がんばったことは、簡単な調理に挑戦
したり、包丁の使用回数を増やしたことです。

（中２女子）

やまぐちアドベンチャーキャンプの経験を通して、
自分が無理と思う課題にもチャレンジすることができ
るようになりました。なぜなら、最初は、山を登るなん
て無理だと思っていたけど、仲間と協力して、一日
目は登ることができました。なので「最初から無理と
思わずに、チャレンジしてみる」と、心が成長したと
考えました。２つ目は、自分から積極的に人のため
に動くことができるようになりました。今までは、自分
から動くことは少なかったけど、やまぐちアドベン
チャーキャンプで自分から動くことの大切さがよく分
かりました。私は、二日目に山へ登れなかったけど、
一日だけでも、たくさんのことを知ることができました。

（中２女子）

嫌だと思ったことを嫌だと伝えることができるように
なった（間接的にだが）。日常にまた戻って、自分達
はずっと楽をしてきていたんだなと思った。

（小６女子）

生き物を大切にする。物を大事に使う。なるべく捨
てない。 （小５女子）

階段をのぼるのがきつくなくなったのでアドベン
チャーキャンプの体験が生かされました。

（小５女子）

自然と仲良くなれたと１番思いました。自然に触れ
たり、見たりすることで、自然の大切さを知ることがで
きました。仲間との協力も大事にしています。仲間と
協力することで、自分が知らなかった事まで教えてく
れるので、嬉しかったです。コミュニケーションも大切
にしています。自分からあいさつをしたり、話しかけ
たりすることで、お互いに良い気持ちになるので、自
分からコミュニケーションを取るようにしています！

（中２女子）

やまぐちアドベンチャーキャンプ
参加者追跡アンケート （ 自 由 記 述 ）
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人と話をするのが少し楽になりました。
（中３男子）

僕が、この2か月間で感じたのは、やっぱり自然っ
ていうのは、厳しいところもあるけど、優しい所もある
なというところです。僕は、あまり友達づきあいが得
意ではなく、いつもいじられたり空気が読めなかった
りしています。けれど今回のキャンプは、自然という
一つのものを共有できたことで、みんなとすごく話し
やすかったです。やっぱり、今はゲームやアプリなど
が色々あって、流行のゲームの話にのれなかったり
することも多くなっていて今回のキャンプも同じように、
のれなかったら…と思っていましたが、みんなと盛り
上がれて、コミュニケーションもとれて、楽しめてよ
かったです。小学生の子たちが、心が折れて泣いて
いるときに、先生たちが、真っ先にサポートしてくれ
ていてかっこいいと思いました。短い間でしたが、あ
りがとうございました。

（中１男子）

あれから、僕は、自分でものを考えてそれを生かす、
ということをしっかりできるようになったと感じました。
それと、「心身をきたえる」という目標も、達成できたと
思うし、この状態を続けたいなと思いました。最後に、
人と協力することが大事だと学びました。一人ではで
きないことも、人と協力してやると、上手くできると知
りました。この、キャンプで学んだことを忘れず、これ
からも、過ごしていきたいです。

（中１男子）

キャンプの時は、毎日疲れて、だるくてやばかった
けど、3日間重い荷物を持って歩けたので終わった
ときは達成したという気持ちになった。料理も自分た
ちでするので美味しくできるのか心配だったけど美
味しかったので、家でも料理ができると思った。

（小６男子）

家の人にお手つだいや、家族の思いに少し変化し
たところがあるなと思いました。そして、あらためて、
いろいろなことへの思いが変わって、自分に何がで
きるかなどが、少し分かってきたような気がしました。

（小５男子）

自分で進んで勉強に取り組めたり、人に言われた
ことをすぐに行動したりすることができました。また、
一人ではできないことでも、みんなでするとできる協
力性を学ぶことができました。

（中２男子）

ぼくは今、学校で学級委員になりました。自分から
進んで立候補して学級委員になりました。このように
自分から進んで物事に取り組むのをがんばりました。

（小６男子）

自然の移り変わりに目がいくようになった。だから
自然を大切にしようと思った。

（小５男子）

３日間とはいえ、とてもつらい”やまぐちアドベン
チャーキャンプ”だったので、「あのつらさに比べたら、
楽勝だ」と、思うことが、この２か月よくありました。今ま
で経験した野外活動の中で、間違いなく一番きつい
活動でした。みんなよくがんばったと思います。写真
ありがとうございました。家族みんなで見ました。中学
生になりますが、今回３日間で終わってしまったし、ま
たチャンスがあれば、応募したいです。

（小６男子）

アドベンチャーキャンプの友達、仲間と仲良くなって
そこから知らない友達や違う学校の友達との交流でも
話せるようになったこともよかった。アドベンチャーキャ
ンプに行って自然や季節の変化などのことを感じとれ
ることができた。停電になった時には、アドベンチャー
キャンプのことを思い出して行動ができた。僕は、心
が少し弱いと感じました。心を強くするためには、失敗
を恐れずに何ごとにも楽しい気持ちをもってチャレン
ジすることだと思います。これからの色々な場面でそ
のことを意識したいです。

（小５男子）



18

（保護者追跡アンケートから）
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Ｑ１．この事業に参加したことで、お子様の考え方や行動に「プラス」と思われる変化はありますか？
（他者との比較ではなく、お子様自身の変化についてお答えください。）
※「1 あてはまらない」「2 どちらともいえない」「3 あてはまる」の３段階回答のうち、「3 あてはまる」と答えた方の割合

自 分 に 自 信 を 持 ち 、
積極的に行動するよ うになった 。

忍耐強さ、ねばり強さが出てきた。

身のまわりのことを自分でするようになった。

他の人に積極的に関わろうとするように
なった。

思いやり、いたわりの心を持つように
なった。

他の人との関係を大切にし、励まし合い、
高 め 合 お う と す る よ う に な っ た 。

だ れ に 対 し て も や さ し く 、
公 平 に 接 す る よ う に な っ た 。

進 ん で 奉 仕 し た り 、
手 伝 い し た り す る よ う に な っ た 。

率先して役割をひき うけるなど 、
リーダー性を発揮するようになった。

自然や美しいものに感動するように
なった。

自 然 や 環 境 に つ い て 、
興味 ・ 関心 を持つよ うに な っ た 。

水・食べ物・もののありがたさを実感し、
それらを大切にするようになった。

やまぐちアドベンチャーキャンプ（２ヶ月後）

プログラム終了後、２ヶ月が経過した時点で、「好ましい変化」が持続しているか。

Ｑ２．今回のプログラムを振り返って、どう感じておられますか。（満足度）
「1 満足していない」 「2 あまり満足していない」 「3 どちらともいえない」
「4 ほぼ満足している」 「5 大変満足している」 の５段階からの選択

プログラム効果に関する保護者アンケート アンケート実施 ２０２４年１０月
(保護者対象)

回答数・率
・チャレンジ＆エコツアー

（24/31人 74%）
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自分から手伝いをしたり、聞いてくれる事が増えた。
友人関係の幅が広がり、後輩とも仲良くしている。社
交性が高まった。家の中では大きな変化はあまり感
じてはいないが、学校の担任の先生から、誰もしな
い、したくない事を率先しているとほめてもらった。反
抗期の真只中で、キャンプ前よりも激しくなった様に
感じていたが、言い換えれば、自立心が強くなった
のかもしれない。進路の話を自分からしたり、机に向
かって考査や、検定の勉強を一生懸命にやってい
る事が増えた。将来やりたい事が見えてきたのかも
しれない。貴重な体験をさせてもらいありがとうござ
いました。これからの成長がもっと楽しみです。

（中３女子の保護者）

キャンプ直後は感傷的に保護者がなり、変化が
あったかもと期待したが、現実は内省まではできて
いなかった。来年は中学３年生であり、受験を控え
ているが、もう一度参加させたいと思っています。

（中２女子の保護者）

中止をする勇気・大切さを学んだと思う。冬に同じ
メンバーで夏のキャンプの中止にいたったことを見
つめ直し、命を守る行動について考える機会があれ
ばと思います。

（中２女子の保護者）

残念ながら、７泊8日から２泊３日への変更の中で
は、感じられる変化はありませんでした。

（小６女子の保護者）

テントで寝られるのか、お風呂に入らなくても大丈
夫なのか、など親としては不安なことが多かったです
が、本人は「夜、外を歩いたら星がきれいだった」、
「川に入るのが楽しかった」と困っていなかったようで
よかったです。終わって２、３日は「仲間と過ごした生
活が貴重な経験だった」とか「来年も参加したい」と
話していました。しかし、1週間を過ぎるころには「荷
物を背負って歩くのがきつかった」とか「先生の話を
聞かない人がいてうるさかった」とマイナスな発言が
増えました。キャンプで１週間過ごすことができれば、
もう少し達成感が持てたのではないかと思うと残念だ
と感じました。もちろん安全面が一番大切だと思うの
で中断は仕方のないことだとは思います。

（小５女子の保護者）

キャンプに参加する事が出来て本当に良かったで
す。短い期間でしたが、娘の成長を感じ嬉しく思っ
ています。以前は、忘れ物が比較的多く心配でした
が、キャンプ終了後、意識して準備と確認を行うよう
になり、忘れ物が減ったように思います。又、自然の
中で過ごし感じ、学び、頑張った事で、自分にも少し
自信が持てたようです。本当に沢山の貴重な経験を
させて頂き感謝しています。ありがとうございました。

（中２女子の保護者）

ずっと参加させたいと思っていたこのキャンプに当
選し、とても嬉しかったです。これまで習い事や部活
で応募するタイミングがありませんでしたが、中3に
なって部活引退を機に、最後のチャンスにかけて良
かったです。熊の出没でたった3日間で終了しまし
たが、仲間達と涙を流し、別れを惜しむほどの絆が
出来、人との関わりのすばらしさを学べたようです。
重いザックを背負っての山歩きで忍耐力が付き、水
遊びで清流の冷たさを、暑さの中で食べる瑞々しい
果物の美味しさを実感していました。このタイミング
を活かし、これまでの２ヶ月間に、親子で、県内各地
の青少年自然の家の自主事業や、農業法人での野
菜収穫体験に参加し、県内の恵まれた環境を再認
識、地元の自然や味覚を楽しんだところです。娘は
現在、生徒会に所属し、仲間と協力する大切さも毎
日感じております。本キャンプでの経験も学校行事
に取り組む上で役立っていると思います。多感な時
期に親元を離れて非日常を体験させてみたかった
ので、実現出来て嬉しかったです。教育的価値の高
い本企画を、有難うございました。親としては、キャン
プでの熊出没を契機に、全国の熊事件報告と、熊と
の関わり方に関する本を読みました。ツキノワグマが
生息する県内で、自然を楽しむ時の注意点を勉強
することが出来ました。

（中３女子の保護者）

キャンプから帰宅後は、家族に対して、思いやりを
持つように心掛けた発言、言動が少し見られました。
この調子が続けば良いなと思っています。本人は、
きつい事もあったと思いますが、それよりも「とても楽
しかった、帰りたくなかった」と言っておりました。

（小６女子の保護者）

昨年は「つらすぎて 重すぎて 泣いた」でも「楽し
かった」「コロナで途中帰宅が残念」という言葉が聞
かれ、今年はもう参加しないというのかと、期待して
いませんでした。しかし「今年もチャレンジしてみた
い」という娘の言葉から申し込み、運良く参加できる
ことになり、親としても最高にうれしかったです。「十
種ヶ峰の湧き水は冷たくて最高だった」「星があんな
にきれいに見えたのははじめて」「去年よりザックが
軽く感じた」「2年間途中で帰るようになったので中学
生でもチャレンジしてみたい」とも言っていました。プ
ラスにとらえていて、とてもうれしかったです。娘の話
を聞いて私も十種ヶ峰に行ったような気分になり、わ
くわくしました。欲ばりですが、中学生になっても本
人が「行きたい」と希望すればぜひ参加させたいと
思います。また１年後の成長した姿を見てみたいと
思います。本当に貴重体験をさせてくださり、感謝し
ています。ありがとうございました。

（小６女子の保護者）



元々、学校でも積極的に何かをするというのを聞
いたことがなかったのですが、学校の先生が積極的
に学校行事に参加したり、下の学年の子のことをよく
見てお世話してくれるようになったと話されていまし
た。自分から色々と動くようになり、その変化がとても
嬉しいです。

（小６女子の保護者）

今回、このキャンプの特性をよく知らずに申し込ん
でしまいましたが、説明会に参加し、かなり過酷な
キャンプだというのと同時に、他では経験できない大
切な事がたくさん学べそうなキャンプだと思い大変
期待しておりました。すばらしいスタッフの皆さん、中
島様をはじめ教育委員会の皆さんに大変な準備を
して頂いて、心から感謝しています。熊という不可抗
力でキャンプが２泊３日で終わってしまった事は大
変大変残念でした。娘は前ページにも書いたように
キャンプの活動には自信がなくなってしまった様で
すが、キャンプでできた仲間やスタッフの方々の事
は大好きで、また会いたいと言っております。まだ５
年生なので、もう１度チャレンジさせたいと思います。

（小５女子の保護者）

今回は途中でプログラムが中止となり、残念でした。
もう少し日数過ごせていればと思いました。仕方ない
んですが…本人もロッククライミングを楽しみにして
いたので、不満の様子でした。しかし、経験できた事
もあり、本人も楽しんだり、大変さを感じたりできた様
です。普段この様なイベントに参加したがらない子
で、本人がやりたいから申し込んで欲しいと言ったの
は本当に驚きでした。またイベントに参加したいと
言った時は、協力したいと思います。担当者さま、写
真ありがとうございました。色々とお疲れ様でした。

（小５女子の保護者）

途中で中止という形になりましたが、とても楽しかっ
たことが伝わってきました。何でもチャレンジするとい
うところで、キャンプに参加すると決めたことだけでも
自信に繋がっているように思います。

（小５女子の保護者）

表情が豊かになった。
（小５男子の保護者）

まさか対策を予告されていた「クマ」が出るとは…
準備されておられた皆さんも大変だったと思います。
④の「不満足」と書いたのは皆さんに対してではなく
完走できなかったという点（不可抗力）に対しての
「不満足」なのです。なのでぜひ来年もリベンジで参
加させたいと思います（本人はどう思っているの
か？）達成感を味わってほしいですね。それはさて
おき、段取り頂いた皆様ありがとうございました。感
謝しております。

（中１男子の保護者）

「あのキャンプに比べたら」と重い荷物を積極的に
持ったり疲れてしまってもがんばることが出来る様に
なったと感じます。

（小５男子の保護者）

このようなプログラムに子どもを参加させられたこと、
関係者のみなさまの御尽力・支えにはまずもって感
謝いたします。熊により中止となってしまった事は残
念でした。最後までプログラムを乗り越えた時、息子
がどのように感じるかを楽しみにしていましたので、
大変残念です。本人も、やりたいプログラムがあった
のにと悔しがっています。正直、今回の２日間で、息
子の表面上の変化は感じられませんが、過酷な環
境の中、インストラクターと仲間と過ごした事は、必ず
彼の心に残っていると思います。たった２日間では
ありましたが辛かった事、楽しかった事がたくさんあ
る濃い内容だったと話をしてくれました。この経験は
今すぐに活きてくる事ではないのかもしれませんが、
25年前にクエストキャンプを経験した私自身がそう
だったように、将来、必ず彼の助けになってくれると
信じています。大変お世話になりました。

（中１男子の保護者）

３日間でも子どもなりに達成感があったのだと、子
どものアンケートを読んで知りました。親は、もっと〇
〇になってほしい、と望むばかりで勝手なものです。
今は「もう絶対いかない！」と重い荷物を思い出して
言ってる子ですが、もしかしたら来年再チャレンジす
る気持ちになるのではないかと期待しながら子どもを
見守っていきたいと思います。この経験は子どもの
人生に糧になったことは間違いありません。指導者
のみなさま、大変ありがとうございました。

（小６男子の保護者）

途中中止となり残念でしたが、本人が希望するキャ
ンプに少しでも参加させることができ、よかったと思
います。３日間の参加ではあまり変化を感じることは
ありませんが（普段の生活態度）今までやる気の出
なかった習い事（空手）に前向きに取り組むようにな
り、先生からも少しずつほめられることが増えたようで
す。来年もぜひ参加したいと本人が言っています。
受験生ですが…またお世話になるようなことがあれ
ばよろしくお願いします。

（中２男子の保護者）

キャンプから帰る車の中で、とても充実した顔で話
をしてくれました。見た事のない様な嬉しそうな笑顔
で、苦労話を聞かせてくれました。それから、数日、
数か月と経ち、何が得られたのだろうかと思う事の方
が多かったのですが、２学期が始まり、「学級委員に
なったよ」と、言われて、変わったなと思いました。目
立つ事は嫌いなタイプなのに、率先して手をあげた
そうで、自分の中の人のために何かしたいという思
いが成長したのではと思います。それから、将来の
夢の話をする事も増えました。コロナで失った時間
は取り戻せませんが、これから、たくさんの人と出会
い体験の中で、キャンプで与えて頂いた事が生かさ
れていくと思います。山口県で子育てが出来て本当
に良かったと思いました。

（小６男子の保護者）
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学校から募集チラシをもらい、それ以外の前情報
無しに、気軽な気持ちで応募しました。事前説明会
で話を聞いて私は更にビックリ‼想像を超えるガチ
キャンプだったからです。これはひょっとして本人、
行きたくない～と言い出すか、と、少し心配にもなり
ました。ところが、説明会が終わって合流しましたら、
目がキラキラしているのです。私の気持ちとは裏腹
に、すごく張り切っています。親の心配は杞憂でした。
ですが、説明会から日が経ち、キャンプが近づくに
つれ、本人は不安な気持ちが出てきたようでした。
事前説明会から当日まで約一ヶ月。物品の準備と、
子どもの気持ちの動きを考えると、約一ヶ月が絶妙
だったかもしれないですね。そして、キャンプが終わ
り。キャンプから帰りの道、車の中で色々と聞いてみ
ました。日頃、その日の出来事を、まめに話すタイプ
ではありません。日頃は私が聞くとしぶしぶ答える感
じで、「忘れた」とか「なんでそんなこと話さなきゃい
けないの」とか言いまして、ポツリポツリとしか話しま
せん。ですが、この日ばかりは色々と話してくれまし
た。まず第一声は「最後までやりたかった!!!熊
めぇぇ！」でした。以下は本人の話です…「そりゃあ、
最終日までやりたかったよ！途中で中止と聞かされ
た時、ボク、ぽか～ん…嘘じゃろエーッッ!!!って。す
ごくショックだったし、悔しかった。（※中略）クックは
皆で交代してやるんよ。ボクはキュウリを使う担当に
なったんだけど。調味料は何種類かあったから、そ
のまま食べるより美味しくしたいと思って。皆がパク
パク食べてくれて嬉しかったぁ。お母さんからの手紙
ね、感動したよ。今回のキャンプしんどいでしょ。ボク、
手紙読んで涙が少し出た、少しね。友達も泣いてる
子いたよ。そりゃ、泣くよね。（手紙は帰ってから宝箱
に入れてくれていました）今回のキャンプ一番良かっ
たのは、一言で表すとしたら、”達成感”だね!!!とても
つらいのだけど、ゴールに着いたら、なんともいえな
い「やった～!!!」っていう気持ち。つらい分、ゴール
に着いた時の、達成感と充実感が半端ない。山登
りっていいね！それに、友達と皆で一緒に登れたの
が絶対いいよ。途中でさ、皆で、疲れてもうダメだぁ
～とか言ったり、くだらないお喋りしたり。つらすぎて
一人じゃ無理だ。皆が居たからできたよね。参加し
て良かったよ、ほんとほんと!!!またチャンスがあれば
応募してみようかな。」最後に…事前説明会で話を
聞いて内容の過酷さに驚いたわけですが、後で考
えてみるとチラシに最低限の内容しか記載されてい
なかったのが良かったかもしれません。でないと、チ
ラシの時点で、親が勝手に「うちの子には無理だな」
と判断したり子ども自身も「行きたくない」と思ったりし
て、申し込まなかったかもしれません。子どもの可能
性を狭めてしまうところでした。今回参加させていた
だいて、私達も知らない、子どもの心と体の強さを知
りました。途中で中止になって、本人は「ラッキー」と
言って帰ってくるかな、と思っていたのです。ですが、
違いました。子どもは「最後までやり遂げたかった」と。
周りの大人が思っている以上に、子ども達は前向き
な強さを持っているんですね。それに、子どもを通じ
て、大人の私も何だか自信と元気をもらえた気がし
ました。本当に有り難うございました。

（小６男子の保護者）

生活の様々な場面で「キャンプの時にこう聞いた」
「災害の時にはキャンプでこうしていたから、この方
法が使えると思う」などと話しに出たり、参加しなけれ
ば知ることができなかった知識を得ることができたり、
体験させていただけたと感じています。日程の途中
での終了となったことはとても残念でしたが、それも
自然と向き合うことだと理解できたようです。習い事
のときに、今まではあまり自分から積極的に話しかけ
るタイプではありませんでしたが、キャンプ以降、別
の学校の子や指導者の方に話しかけている姿を見
ることができ、大きな変化かなと思っています。最後
になりますが、アドベンチャーキャンプに参加させて
いただきありがとうございました。

（小５男子の保護者）

思っていたより短い期間でしたが、自分の行動に
気をつけるようになったと思います。すぐにパニック
になっていたのが落ち着いて行動するようになりまし
た。冷静になった気がします。参加して本当に良
かったです。今もキャンプの話が度々出てきます！

（小５男子の保護者）
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指導者の育成

第４章

山口県野外教育活動
指導者研修会
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大浴 一航 (宇部市立東岐波小学校）

本研修に参加するにあたり、漠然とした不安があっ
た。そもそも参加するきっかけとしては、昨年度の
ファシリテーション体験会で紹介を受け、参加を決め
た。しかし、説明会に参加したり、参加者の話を聞い
たりすることで、次第に不安が大きくなっていった。
必要な道具をもって山に入ったことはあったが、８泊
９日という期間は初めてであったことが大きかった。
また、必要な道具の準備を進めるにあたって、その
不安も大きく現実的なものになっていった。後になっ
て考えると、参加する子どもたちも同種の不安をより
大きな形で抱えて参加してくるのかなと想像すること
ができた。
１日目の朝、ダッフルシャッフル時、荷物の量と重さ
に驚いた。一つ一つの荷物を背負い、全荷物を背
負ってみると、「こんなに量があるんですか」「重っ」な
どマイナスな言葉をたくさん言ってしまっていた。自
分は思ったことを口に出すことで安心しようとするとこ
ろがあるらしく、後から聞いた話によるとその言葉に
よって周りの参加者の不安も増長してしまっていたら
しい。反省すべきである。歩きながら、本研修のハー
ドさをだんだんと自覚していった。自分は肌が弱いた
め、汗と疲労、かゆみ、服の重さでとても気持ちが悪
かった。自分にとって、長袖シャツのもっとも重要な
性能は速乾性であると学んだ。休憩を挟みながら１
日目のゴールにたどり着いたとき、同メンバーのクラ
アヤの体調が悪化した。以前にも参加したことがあり、
熱中症でのリタイアだったという話を聞いていたので、
全員でゴールできないのかという思いと、明日は自
分が体調を崩すのではないかという思いでいっぱい
になった。
２日目、最初の山の頂上までが一番大変だった。
急な傾斜と荷物の重さ、いつまで続くのかという不安
感に苛まれていた。山頂を超えると、急に元気に
なった。後から考えると、頭の中に変なスイッチが
入ったような感覚で、後に自然の家に到着するまで
精神的に元気な状態が続いた。同メンバーのおん
ずーはずっと元気で、話題が尽きないまま歩き続け
ることができた。２日目にディップ（川に入る）を行っ
たとき、体の汚さと、二日間の頑張りを再確認するこ
とができた。母指球に痛みがあったが、テーピングを
貼ると続けられそうであった。
３日目も精神的に元気な状態が続いた。しげちゃ
んのタイムキープのおかげでスムーズに進むことが
できた。もえちゃんが所々大変そうな様子であったが、
励まし合いながら進むことができた。３日目ゴール前
にしげちゃんがダウンした。涙を流しながら、顔の筋
肉が麻痺して受け答えが難しくなりながらも足は決し
て止めなかった。介抱しているとき、できることを見つ
けられない自分が歯がゆかった。夕食作りなども協

力して行うことができ、集団としてのレベルが上がっ
ていることを感じた。体調がすぐれなかったメンバー
も回復し、最初に感じていた不安もなくなり今後のプ
ログラムを見ても、完走できるイメージを明確に持つ
ことができた。明日以降が楽しみになってきていると
き、クマの目撃情報による中止の連絡を受けた。初
めは信じられず、周りの参加者の涙を堪える声を聞
き、現実味を感じた。完走できるビジョンを持ててい
たために残念でならず、やるせない気持ちのままそ
の夜を過ごした。正直なところ、家に帰れる喜び、家
族に会える喜びを感じている自分もいたが、その喜
びは８泊９日を完走した上で味わいたかった。最後
の夜、おんずーと話をした。今までの感謝や研修の
話、仕事の話などいろいろな話をした。
４日目の朝、リーダーの役割を任された自分は、も
う終わってしまう本研修に際して、「良い日にしよう。」
という目標をもって全体に声をかけた。４日目のプロ
グラムは急遽マウンテンバイクで自然の家に帰るとい
う内容になり、みんなで協力しながら寄り道を楽しみ、
自然の家までたどり着くことができた。到着した時、
喜びの声よりも「着いてしまった」という残念な声がグ
ループから漏れていたのが印象的だった。クリーン
ナップ（使った道具をきれいにする）活動に入るのだ
が、自然の家についてから頭がぼーっとしたり、考え
がまとまらないという状態になった。前述のスイッチが
切れてしまい、作業の効率がとても悪くなっていた。
ほかの参加者がたくさん優しい言葉をかけてくれたこ
とは覚えている。
本研修を終え、風呂に入り、家族と会い、スマホを
使い、コンビニに行き、当たり前の日常にあるたくさ
んのありがたみを感じることができた。一人の人間と
して、当たり前の生活や、そこにある幸せをかみしめ
られる人間でありたいと感じた。そして、そのことを子
どもたちに体験してもらう機会の希少性と必要性を考
えることができた。本キャンプと並行して行われたや
まぐちアドベンチャーキャンプは子どもたちにとって、
一生忘れることのできない貴重な経験になるだろう。
その学びを如何に良いものに、貴重なものにできる
か、ファシリテーション力を高めていきたいと感じた。
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恩塚 祥平（平生町立平生小学校）

１日目、ダッフルシャッフルを行い、体育館で荷物
のパッキングを行った。パッキングを行いながらみん
なと話をし、アイスブレイキングの時よりも距離が近く
なれた気がした。しかし、何をどうすればよいかわか
らないということもあり、まだまだ遠慮のある空気だっ
たことを覚えている。午後からモービルで大潮神社
へ移動し、そこからいよいよ登山がスタートした。地
図で現在地の確認をし、進む方向を班で話し合いな
がら進んだ。スタートしてすぐに、近道できる場所を
発見した。そこを通るか通らないかで１０分ほど話し
合いをしたと思う。まだ自分の意見を主張するには、
年齢や経験の差が壁になっていたのだと今になって
思う。夜のミーティングでは、自分のできないところに
目が行きがちで、みんなも反省する点を挙げていた。
そんな中で、インストラクターが「ハイアンドロー」とい
う振り返りの手法を取り入れており、気持ちが高まっ
たことと沈んだことを一人ひとりが伝えた。そうするこ
とで、互いに感謝の言葉や改善策を考えるきっかけ
となり、次の行動へつなげられることを学んだ。
２日目は、莇ヶ岳、弟見山と県堺の稜線を歩き、次
の目的地を目指した。登りはしんどいが、山頂に到
着すると景色がよく、今までの疲れが報われるよう
だった。体調不良だった仲間もだんだん元気を取り
戻すことができ一安心した。しかし下山中、別の仲間
が体調を崩した。登りで元気いっぱいだった分の疲
れがきたのだろう。自分は前の方で先へ先へと進ん
でしまい、後ろから「待って！」と声を掛けられやっと
気づいた。並ぶ順番にも配慮が必要だと思った。全
員で下山できた時は本当に嬉しかった。夜のミー
ティングでは、辛いことは我慢をせず、きちんと言葉
にして伝え合おうと話し合った。それと、２日目は長
い道のりに「まだ着かないの？」「いつまで下り坂が
続くの？」と思う場面が精神的疲労を加速させてい
たことがわかった。地図の読み方を教わり、現在地と
目的地、距離や時間の見積もりなど、先を見通せる
スキルが大事だと感じた。
３日目は登山のリズムづくり、地図読みのスキルを
この日のリーダーとナビがしっかりと行ってくれたお
かげで、気持ちが滅入ることなく楽しく進むことがで
きた。見通しを持つということは何事においても大切
だと思った。役割があることで、みんなが同じようにグ
ループへ関われることができた。また、得手不得手
はあるものの、助け合ったり支え合ったりすることもで
き、大切なことだと感じた。同じ役割を行うことで、より
相手への理解が高まったとも思う。テント場までもう
一息というところで、仲間の１人が体調不良でダウン
してしまった。登山口まで降りてきた時に体調不良は
訴えていたが「大丈夫？」と声をかけると「大丈夫、気
にされる方が辛い。」と返事が返ってきたので、その
まま歩き続けた結果だった。スタッフの方々も合流し
て自力で歩けるまで回復することができたが、命に
関わる状況になってしまった。夜のミーティングでも、

「『大丈夫？』と声をかければ『大丈夫』と返事がある。
けれど、その人の状況や様子などから、『大丈夫じゃ
ないよね？』と、一歩踏み込んだ関係になれるといい
ね。」とインストラクターから話があり、自分も一歩踏
み出してみようと思った。本人の意思を尊重すること
も時には必要だが、状況を考えて行動を起こすこと
をしようと決めた。
４日目の朝は、初めて時間通りに出発することがで
きた。これまでのミーティングで話し合ってきた、言葉
で伝えることや、行動を取ること、また、キャンプを通
じて身に付けた「みんなでやる」という連帯感がつな
がった瞬間だった。サイクリングのルートをみんなで
話し合って決めた。途中、そのままのルートか、迂回
ルートにするかを決める際、全員の意見が１発で一
致した時は、みんなが同じ気持ちなのだと嬉しくなり、
余計に解散するのが悔しい気持ちになった。１人で
は決して選ばないルートだが、少しでもみんなと活動
をしたいという気持ちの現れだと思った。
全体を通して、感じたことが３つある。まずは、見通
しをもって活動することで、時間を意識した行動にな
ることである。「出発が〇時だから、それまでにやるこ
とは…」と逆算して行動に移していくことが大事だと
思った。そして、これは誰か一人が頑張ればよいの
ではなく、みんなで支え合うことの大切さを学んだ。
次に、自分の思いを言葉にすることである。良いこと
も悪いことも、相手に伝えないと、結果的に迷惑や心
配をかけてしまうことにつながる。特に、山での生活
は命の危険に晒されることもある。言葉で伝えること
で、みんなで考え乗り越えるきっかけにつながったこ
とも多々あった。しかし、言葉の先へ一歩踏みだして
関わる勇気をもちたいと思った。最後に、仲間の大
切さである。隣に同じ苦しみを抱えている仲間がい
たからこそ、辛いことも頑張ろうと前向きな気持ちを
保ってこられたと思う。当初の予定よりも短い期間に
なったが、仲間と支え合ってやり遂げることの楽しさ
を味わうことができ、とても充実した３泊４日となった。
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倉永 綾香（宇部市立栗石小学校）

３泊４日という短い期間となってしまいましたが、何
物にも代えがたい貴重な経験をすることができました。
１日目は、前回の研修会で体調を崩したところとい
うこともあり、緊張と不安な気持ちで迎えました。「水
をこまめに。ゴープをこまめに食べる。」自分自身に
言い聞かせながら歩きました。途中、氷を食べたり、
首に冷たい水をかけさせてもらえたりする休憩時間
が最高のご褒美だと感じました。順調に歩き進め、そ
の日のテン場まで着くことができました。到着時には、
頭痛も倦怠感もなく、「良かった。今回は大丈夫だ。」
とほっとしました。しかし、テントを建てたり、タープを
建てたりしていくうち、生あくびが出たり、寒気がした
りと体調が変わってきました。晩御飯は結局何もでき
ず、準備も片付けも他の人に任せきりになってしまい
ました。迷惑をかけているに、温かい言葉をかけても
らいました。ありがたさと申し訳なさで、「情けない。本
当に情けない。」と自分自身とても反省しました。
２日目、体調は回復し、朝ごはんもしっかりと食べる
ことができました。「食べる」これが何よりも大切だと前
回の研修で身をもって体感していたので、決まった
量は必ず食べるように心がけました。食べた効果も
あり、登りは休みながらも登ることができました。登る
順番など細かく変えていたので、心にも余裕が出て
きました。自分の体が一新したのは、お昼を食べて
からでした。お昼に食べたオレンジで体の何かが変
わった気がしました。下りは、登りとは変わって、仲間
にも声をかける余裕が出てきました。自分の体調の
事ばかりだったのが、今まで自分が声をかけてもらっ
た分返さなきゃと考えることができ、一緒に来ている
仲間のことを考えることができ、自分の体だけでなく、
心も変わったと思いました。
３日目、一人が前日に体調を崩していたため、少し
不安ながらも順調に登り進めていくことができました。
前日の反省で、ザックダウンをこまめにとっていな
かったことがあり、みんなの疲労も考え、３０分ごとに
水分補給、１時間ごとにザックダウンというサイクルを
作りました。これによってスムーズにいくことができた
と思います。
自分の体調も仲間との活動も軌道に乗ってきたと
思った矢先、今回、ここで研修会が中止ということに
なりました。自分自身、２回目の参加で、「今度こそ８
泊９日全日程やり通す。」「子ども達に、一度断念し
ても諦めなければできることを伝えたい。」と思い参
加を決意しました。その目標が断たれると分かった
時、頭が真っ白になりました。寝ている時も悔しさで
涙が勝手に出ていましたが、朝、目が覚めた時には
不思議と気持ちがスッキリしていました。
４日目は、楽しもうという気持ちで挑みました。ずっ
とやりたかったサイクリングでした。自分はナビ担当
だったので先頭を走らせてもらいました。今までの山
道とは違い、道が複数もあったので、曲道や分岐で
は、後ろからみんなが声をかけてくれたおかげで、

何とかゴールまで先頭を走ることができました。道の
途中では、早く行ける道と遠回りする道の分岐点で
はみんなが周り道を希望したのが印象的でした。
たった４日間しか一緒にいないのに、まるで昔からの
友達のような気が合う仲間で嬉しさもあり、もうみんな
解散するのかと寂しさを感じました。
今回、４日間で自分は周りの考え、行動にただつ
いていくことしか出来なかったなと思いました。みん
なの考えを聞いて「そうやね。」としか言えなかったで
す。違う考えをもっていたわけではないですが、もっ
と自分の考えを表に出せていたらなと思いました。ま
だどこかで遠慮して臆病な自分がいたのかもしれま
せん。しかし、今回一緒に、指導者研修会を受けた４
人はこれからも29期の仲間として大切な存在になり
ました。異例の29期として、他の代の方々より経験が
少ない状態で研修が終了してしまいましたが、これ
から色々な経験を一緒に積んでいき、強い仲間とし
て山で活動していきたいです。
これから自分は、学校に戻り、子ども達にこの夏の
経験を伝えることができたらと思います。前回の苦し
さや悔しさ、今回の楽しさ、何より素敵な仲間との出
会いについて話していきたいと思います。本当の仲
間って何だろうと考えるきっかけを作っていきたいと
思います。そして、子ども達にもそのような出会いや
経験をしてほしいを強く思いました。いつか自分が学
校で教えている子と十種ヶ峰に一緒にチャレンジし
ていくことができるよう諦めず頑張っていきます。
２回目という異例の参加者を受け入れてくださりあり
がとうございました。今回も達成することができません
でしたが、いつか必ず８泊９日をやり遂げたいと思っ
ています。また、参加できる機会をいただければ、ま
たご指導のほどよろしくお願いします。
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重村 明日香 (周南市立久米小学校）

この研修に参加した理由は、大きく２つあります。１
つ目は、興味があったことです。周りの先生方が「山
登りは楽しい！人生観が変わるよ。」と言われていた
ので、私もやってみたいなと思ったからです。２つ目
は、児童への関わり方を学びたかったからです。どう
しても関わりすぎたり、逆に指導不足だったりと、自
分の関わり方に悩んでいました。
初めて、このメンバーと出会ったとき、誰が誰だか
分からず、自分からも関わろうとも出来ませんでした。
しかし、１日目のザックを背負ってから、少しずつ打
ちとけていけたように思います。２日目、３日目と時間
が経つにつれて、自分を飾ることなくメンバーと話せ
たかなと思います。普段は、人の顔色を伺って生活
することがよくあり、ここまで自分の素を出して取り組
めたことに私自身驚いています。それもこれも、温か
いメンバーと巡り合えたからと思っています。重たい
ザック、果てしない道のりに何度も心が折れそうな時、
「元気？」「大丈夫？」などと声をかけてくれたり、意
見を出したい時にも、まずは受け止めるといった気
配り、心配りがありました。自分がこのメンバーの中に
いても大丈夫！やっていける！と思えるには、環境
はとても重要なのだなと改めて実感しました。また、
今回は、一つ一つの山や、課題をクリアするという明
確な目標があり、そこに向かって取り組みました。目
の前にやってみたい、やらなければならないものが
あり、みんなの気持ちが一つになれば、チーム一丸
となれることが分かりました。さらに、そこに向かうた
め、自分たちでどうにかしようという意欲も芽生えてい
たなと感じました。
今回の研修を通して、これから大切にしていきたい
ことを自分の中にもてたような気がします。まず、安
心安全な場でこそ、人は自分の力を発揮できるとい
うことです。言葉遣い、聞き方、態度など、相手を考
え、思いやる雰囲気づくりの大切さに気付きました。
次に、大きな目標に向けて、クリアできる小さな目標
を組み立てておくということです。小さなことからコツ
コツ、その出来たという自信が次に向かう原動力にな
ることを身をもって実感しました。最後に、挑戦と無
理は違うということです。私のモットーは、「限界は自
分が決める」でしたが、自分の体や心が辛いとサイン
を出しているときには、周りに伝え、休ませてもらうこ
とも必要であり、それによって周りも助かることがある
と知りました。
そして、インストラクターとして一緒に活動して頂い
た先生方からも、指導者としての役割も学びました。
まず、自分たちに考えさせるということです。課題をク
リアするときにも、失敗をしたときにも「教える」ではな
く、「何だと思う？」と問う。そうすることで、自分たち
で気づき、次に生かせることができたように思います。
しかしながら、時には、助言を頂くこともありました。

それは、道からそれてしまいそうになった時、命の危
険がある時でした。落ち着いた口調で、でも、力強い
まなざしで対応くださった姿は、私たちの事を思って
伝えてくれていると感じました。
今までの私は、自分中心に考え、感情に任せて過
ごしていたように思います。「もっとすてきなクラスにし
たい。」そう思っているのになかなか上手くいかない
のは、一つ自分にも原因があるのだろうと考えさせら
れました。ここで経験した、人の温かさ、任されるうれ
しさ、達成感など、クラスの子どもたちに学級の中で
還元できたらと思います。そのために、自分いできる
ことを考え、これからの教員人生を歩んでいきたいで
す。
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藤本 萌佳（宇部市立川上小学校）

はじめは楽しみな気持ちで臨んだ研修でしたが、
２日目の登山は予想以上にきつかったです。荷物が
重いのと斜面が急なのとで、息も苦しく不安でいっぱ
いでした。だけど２日目と３日目を乗り越えてたくさん
の学びを得ることができました。
私は普段、常に100パーセントの力で行動しようとし
てしまいます。今回も、登り初めはできる限りの力を
出しながら頂上を目指そうとしていました。だけど荷
物も重たいし、常に頑張っていては疲れてしまいま
す。はじめは頑張ろうと思って進んでいましたが、果
てしなく続いている登り坂を見て、いつまで頑張り続
けたらいいのだろうと足が動かなくなってしまいまし
た。そのとき、急に頂上にはたどり着けないのだから
無理して頑張っても仕方ないなと気が付きました。そ
して、ペースを上げたり落としたりするよりは、ゆっくり
と一歩ずつ進み続けることが大切だと教わりました。
２日目の学びを生かし、３日目の登山では初めから
頑張りすぎるのをやめ、果てしなく続くのだからと気
長な気持ちで臨みました。肩の力を抜くなど無駄な
エネルギーを節約しながらのんびりと歩いたこともあ
り、２日目よりも安定した気持ちで登りきることができ
ました。学校生活など普段の私も、いきなりゴールを
目指そうとするあまり、焦って無理をしてしまいます。
だから途中で疲れて急に動けなくなってしまうことも
あります。それよりも、すぐにゴールにはたどり着かな
くても、無理せずゆっくりでも進み続けることが大切
だなと学びました。
夜のテント場で「一人では決して登り切れなかった
よね」という話をメンバーとよくしていましたが、本当
にその通りだなと思いました。私は２日目がとてもき
つくて、荷物の重さや呼吸のしづらさにくじけそうに
なっており、翌日の登山がとても不安な気持ちでい
ました。それを見かねたメンバーが気にかけてくれて、
翌日はたくさんのサポートをしてくれました。例えば
リーダーの方には１時間ごとのザックダウンと30分ご
との水分休憩を確保してもらい、休憩のリズムを一定
に保つことができました。ナビをしてくれた方を中心
に現在地を把握することができたので、果てしなく続
く不安から逃れることができました。そして何よりもみ
んなが共同の荷物を多めに持ってくれることで私の
荷物を軽くしてくれたり、「がんばろう」と声を掛けて
励ましてもらったりすることで最後まで登りきることが
できました。きっとみんなもきついはずなのに、雑談
したりカラオケ大会をしたりして明るい気持ちで登りま
した。３日目の登山はたくさん歌を歌いながら歩き、
きついけど本当に楽しかったです。この研修が始ま
る前は、「みんなの余裕がなくなって疲れたら、きっと
対立や喧嘩が起こるのだろうな」と思っていましたが、
メンバーが窮地に追い込まれ苦しくなった時に起き
たのは、対立や喧嘩ではなくて支え合いでした。そ
のことに本当に救われて、素敵なメンバーに巡り合う
ことができたなと心から思うことができました。人間だ

から余裕がなくなることもあるし、強く当たってしまうこ
ともあると思います。だけど今回のように、お互いを
補い合いながら思いやれる優しいチームだと居心地
がいいなと感じます。
今回のメンバーは、つらい時に支えてくれただけで
はなく、ありのままの自分を受け入れてくれました。3
日目の終わりに、メンバーの一人が暑さからダウンし
てしまいました。びっくりして思わずほかのメンバー
に「ポカリを飲ませよう」とか「バンダナとシャツを濡ら
して冷やして」とかいろいろお願いをしました。後から
「年下なのに少し出しゃばりすぎたかな」と反省して
いたけど、夜のミーティングで「あのときはよかったよ」
と認めてもらい、自分の課題だと思っていたことがプ
ラスに働くこともあるのだなと思いました。メンバーは、
私がミスをした時も「大丈夫だよ」と受け入れてくれま
す。ダメな自分でも怒らずに受け入れてくれて、寛大
だなと感じ、その優しさにうれしく感じていました。私
は自分で自分の弱いところを許せないことが多いで
すが、今回メンバーにたくさん受け入れてもらって、
あまり自分を責めなくてもありのままでいいのかもし
れないと思えました。チームは自分を受け入れてく
れるけれど、私自身もチームに身を合わせて行動す
ることも大切だと学びました。例えば「これをした方が
いい」と一人で突っ走るよりも、きちんとメンバーと話
をして、「今はテントを張ろう」とか「私は料理をする
ね」ときちんと共有したうえで動くべきだなと思いまし
た。
素敵なメンバーに恵まれ、良いチームが築けてい
たころなので、突然の中止のお知らせには本当に悔
しい気持ちでした。メンバーで支え合ったり団結した
りする瞬間が、残りの時間でもっと見られたかもしれ
ないと思うと、惜しくもありました。だけど、３泊でも素
敵なメンバーに出会えてよいチームが築けたこととそ
のご縁に感謝をして、また臨みたいと思います。
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